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教育改善企画運営委員会 

 

令和 7年度 学生の学修状況及び学生生活に関する調査について 
 

【目的】 

・本調査の目的は、学生に対する支援と指導のため、日常の学生の学修状況についての基礎的な資料を得る

ことである。 

 

【方法】 

1．調査対象 

・体育学部に所属する全学生を対象として調査を実施した。 

2．調査内容 

・「学生の学修状況に関する調査」というアンケートを Googleフォームにて作成し、調査に使用した。 

・質問内容は以下の通りである。： 

  ①基礎的情報： 性別、学年、学科 

  ②授業時間以外での自主的な学習時間（1日あたりの平均） 

  ③授業時間以外での運動やスポーツ活動の時間（1日あたりの平均） 

  ④大学での学習で最も力を入れていること 

  ⑤高校 3年時での授業時間以外での自主的な学習時間（1日あたりの平均） 

  ⑥高校 3年時での授業時間以外での運動やスポーツ活動の時間（1日あたりの平均） 

  ⑦卒業後の進路として最も希望していること 

3．調査の手続き 

・調査期間は令和 7年 6月 4日（水）～6月 18日（水）である。 

・1 年生は各クラスの、2 年生以上は学科又はコースのオリエンテーションで使用した Google クラスルーム

内で、「課題」として Googleフォームの URLを配布、期日までの回答を依頼した。 

 

【結果】 

1．回答率について 

・学科学年別の回答者数と回答率を表 1と表 2に示した。全体での回答率は 62％となった。 

（複数回回答を除いたデータを除外したものを示している） 

・学年別の回答率では 1 年（74％）2 年（70％）と比較的高いが、3 年（59％）4 年（45％）と低くなってい

る。 

・学年のその他は本調査においては 4年としている。 

 

 学年  

学科 1年生 2 年生 3年生 4 年生 合計 

体育学科 272 70% 273 80% 183 59% 171 51% 899 65% 

健康福祉学科 42 98% 60 70% 79 75% 42 43% 223 67% 

スポーツ栄養学科 50 83% 42 55% 58 71% 29 45% 179 63% 

スポーツ情報マスメディア学科 14 52% 41 111% 8 14% 8 17% 71 45% 

現代武道学科 25 69% 10 27% 12 21% 16 35% 63 36% 

子ども運動教育学科 27 93% 3 11% 30 86% 17 55% 77 63% 

合計 430 74% 429 70% 370 59% 283 45% 1512 62% 
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2．授業時間以外での自主的な学習時間（1日あたりの平均）について 

 

統計量から学年ごとの差は実質的には僅かではあるが傾向が示唆された。一年生は 30 分未満と回答した学生が多

く、授業が少ない四年生になると三時間以上と回答した学生が多いという傾向が見られた。一方で、学科ごとに関し

ては、実質的な差異はあまり見られなかった。 

（残差については Standardized residuals を参照） 
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3. 授業時間以外での運動やスポーツ活動の時間（1日あたりの平均） 

 

１年生は運動の時間が長く、３年生や四年生になるにつれて運動時間が少ないと答えた学生が増える傾向が見られ

た。また、体育学科が運動の時間が長く、健康福祉・スポーツ栄養の学生は運動時間が少ない傾向が示唆された。 

（残差については Standardized residuals を参照） 
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4.高校 3年時での授業時間以外での自主的な学習時間（1日あたりの平均） 

 

特に実質的な差は見られなかった。 

（残差については Standardized residuals を参照） 
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5. 高校 3年時での授業時間以外での運動やスポーツ活動の時間（1日あたりの平均） 

 

実質的な差異は乏しいが、体育学科の学生の運動時間が多いことが示唆された。 

（残差については Standardized residuals を参照） 
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6.授業時間と運動時間の相関 

 

授業時間以外での自主的な学習時間（1日あたりの平均）と授業時間以外での運動やスポーツ活動の時間（1日あた

りの平均）に関しては、有意な相関は見られなかった（ρ=-0.005, p=.854）。 

 

まとめ 

・本アンケート調査は回答率が 62％となり、例年よりも低い結果となった（例年の欠損地処理と状況が異なる可能性

あり）。 

・全体を学年中心にみたとき、1 年生と 4 年生を比較すると 4 年生での学習時間の増加および運動時間の減少がみ

られた。 

・全体を学科中心にみたとき、学習時間は昨年ほどに学部ごとの顕著な差はみられなかった。運動時間は体育学科

の学生が比較的多くの時間を確保している。一方で健康福祉学科、スポーツ栄養学科、子ども運動教育学科の 30分

未満の割合が高くかった。これらは昨年と同様の傾向である。 


